
第１問 次の図１は、バロー(地点Ｐ)を中心とした正距方位図法によって描かれている。図１

中の破線Ｘは、ある緯線を表している。図１を見て下の問い(問１～６)に答えよ。 

 

図１ 

問１ 図１中の破線Ｘで示される緯度として最も適当なものを、次の①～④のうちから一つ選

べ。 １  

① 北緯 10度 ② 北緯 20度 ③ 北緯 30度 ④ 北緯 40度 

問２ 図１中のバロー（地点Ｐ）と他地点との位置関係について述べた文として最も適当な

ものを、次の①～④のうちから一つ選べ。 ２  

① バローから見て北西の方角には、Ａ地点が位置している。 

② バローから矢印の方角に進むと、アフリカ大陸を通過した後に南極大陸に到達する。 

③ バローからアフリカ大陸最南端までの距離は、およそ２万 kmである。 

④ 図１中のＢ～Ｄで示された各地点のうち、バローまでの距離が最も近いのは、Ｄ地

点である。 



 

 

問３ 図１中のア～エで示された海域のうち、寒流が流れている海域を、次の①～④のうちか

ら一つ選べ。 ３  

① ア ② イ ③ ウ ④ エ 

問４ 次の図２中のカ～クは、図１中のＢ～Ｄのいずれかの地点における月平均気温と月降

水量を示している。カ～クとＢ～Ｄとの正しい組合せを、下の①～⑥のうちから一つ選べ。

 ４  
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図２ 
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問５ 図１中のｅ～ｈで示された実線のうち、海溝が見られないものを、次の①～④のうちか

ら一つ選べ。 ５  

① ｅ ② ｆ ③ ｇ ④ ｈ 

問６ アフリカ、オーストラリア、南アメリカの各大陸とニュージーランドの地形・地質、

および地震・火山活動について述べた文として最も適当なものを、次の①～④のうちから

一つ選べ。 ６  

① アフリカ大陸は、主に安定陸塊から成るが、南部に新期造山帯の山脈が位置し、そこ

では地震・火山活動が活発である。 

② オーストラリア大陸は、中部から西部は主に安定陸塊から成るが、東海岸沿いに新

期造山帯の山脈が連なり、そこでは地震・火山活動が活発である。 

③ 南アメリカ大陸は、中部から東部は主に安定陸塊から成るが、西海岸沿いに新期造

山帯の山脈が連なり、そこでは地震・火山活動が活発である。 

④ ニュージーランド北島は、主に安定陸塊から成るが、ニュージーランド南島は新期

造山帯に位置し、そこでは地震・火山活動が活発である。 


